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４月に実施した標準学力検査ＮＲＴの結

果が全学年返ってきました。昨年度の学習

内容をどれくらい理解しているのかをみる

ためのテストでしたが、多くの教科が全国

平均を下回るという結果でした（右のグラ

フは、全国平均を５０と考えたときの各教

科の偏差値を表しています）。現在、各教

科ごとに本校の課題を分析しているところ

ですが、夏休み中には２学期以降の対策を

検討し、授業に活かしていきたいと思いま

す。そして、全学年が昨年度の現３年生の

ように１年間で成績アップできるよう頑張

っていきたいと考えています。

ただ、それとともに大切なのが生徒個々

に関する分析です。個別に結果を見てみる

と、多くの生徒が得意教科（分野）、苦手

教科（分野）を持っていることが分かりま

す。生徒たちは得意教科（分野）を中心に

勉強したり、授業もより集中して頑張る傾

向がありますので、苦手教科（分野）にも

目を向けさせることが大切です。学校でも、

教科担任や学級担任が指導していきたいと

考えていますが、ご家庭でも人生の先輩と

して子どもたちによきアドバイスをしてや

っていただければと思います。

昨年５月、新型コロナウイルスが第５類

に移行した時、湯梨浜町ではバスでのクラスターを防ぐため、スクールバス内ではマ

スク着用を続けてくださいというお願いの文書が出ていました。しかし、４月以降本

校で新型コロナウイルスの感染が拡大したことはありません。また、マスクをつけな

い生活が定着した生徒にとっては、バス内だけとはいえ、マスク着用は負担だと思わ

れます。そこで、町内のスクールバスのある学校、教育委員会で話をし、スクールバ

ス内でのマスク着用は任意とすることにしました。今後は日常生活同様、個人の判断

でマスク着用を決定してください。

なお、今後も感染症が流行した場合、 ホームページで日々の学校生活の様

マスク着用をお願いすることはあり 子を紹介しています。

ますので、ご了承ください。 https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/


